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；̂

い

 
'
ぁ

ら

ぅ"0
し
か
し
> '.
れ
に
し
て.
も

、
、-f
e

に
概
略
傅
へ
た.
や
ぅ
^,
劈
察 

が
"
早
く
^
勞
働
移
動
の
覌
象-
に
就
い
て
加
へ
'ふ
れ
て
ぬ
た
こ
と
比
、
後
ヒ
も
述
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狀
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績
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蠻
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質
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營
間
移
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對
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て.
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茸
の
^
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.
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踅
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績
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し
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つ
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、
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績
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ど
炭
肩
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於
け
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移
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概
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こ.
れ
に
關
聯.
し
て
次
ぎ
の
如
く
述
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、
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又
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に
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激
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激
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踅
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篇
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述
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熱
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と
考
へ
，
ら
れ
る
。
し
か
し

1

兒
こ
の
や
う
に
歡
ば
れ
る
：發
働
莕
保
.
'，'
 

:

,

’

護
法
と
しV

の
工
場
法
の
制
定
に
關
す
吝
政
府
の
意
_

は
‘"
尙
ほ
强
く
そ
の
裡
に
、
將
來
の
吾
が
國
工
業
の
發
展
の

.
た
め
に
、
健
全
^

ノ 

る
勞
働
力
の# :
保
を
基
礎
づH
ょ
う
と
す
る生

！
：

政
策
的
意
欲k
含
ん
で
ゐ
た€,
で
あ
つV

‘

と
の
こ
と
は「

職H

事
&

や

，
そ

れ

の

.
踪

> 

/

、括
的
骅
領
を
記
述
し
た
と
见
做
さ
れ
る
-̂

エ
場
調
查
要
領̂

第
ニ
版
レ
を
見
奋
も
の
に
と
つ
て
於
ハ

容
易
に
理
解
さ
れ
得
：
る-

審.
で
，あ.
る

•
、

，
.
. 

y 

1

.
-
i
. 

. 

- 

.

. 

.
:
.
'
. 

- 

.
 

.
 
.
r
- 

, 

•
-
'
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t
- 
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. 

- 

/ 
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:
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. 
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■ 
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• 

' 

.
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,

S

3
。

か

く

て

金
！！

と

し

て

こ

の

や

う

、
な

生

1
1政
策
的
意
圖
か>
取
り
襻
げ
ら
れ
た
エ
場
法
制
定
の
澗
題
と
關
聯
し
て
、
勞
働
移
動 

.

の
問
題
が
前
節
に
於
い

V

述
べ
た
や
う&

#

に
於iv

ハ
取
り
擧
げ
，ら
れ
た
の
も
至
極
當
然
で
あ
る
。
，寧
ろ
私
は
こ
の
意
味
に
於
い 

/!-

.

て
、H

場
法
制
宛
の
本
來&
意
圖
が
钞
働
移
動
問
題
の
考
察
の
輝
に
も

一

^
と
い
冬
の
は
、
他
か
例
へ
ば
、職
エ
の
保
飩
衞
生
诎
題
や
、

'
/ 

,

特
に
保
®
職
工
の
深
夜
業
問
題
に
於
い
て
も
亦
同
様f

あ
る
が——

■
雜
に
摁
は
れ
す
ゐ
た
の
で
あ
る
、
と
い
つ
て
置
き
た
い
？ 

’
 

一

‘
.

.
_

さ
て
、
叙
述
を
本
筋
に
返
し
て
、
苒
び
勞
，働
移
動
の
問
題
に
觸
、れ
て
'見
ょ
う
9
右
に
引
用
し
て
‘置 
> たH

場
及
び
丨
職
工
に
關
し
て
矯 

V 

f 

芷
せ
ら
る
ベ.
き
、も
の
と
考
へ
ら
|れ
た
諸
弊
^
中
に
、\'
熒
^
^
動
の
間
題
は
，僅
か
に「

職
エ
ノ
*

%
及
出
，人11〗

關
ス
ル
弊
害
多
キ
コ
ト

」

と 

f’  

i 

'

!

, 

'し
ズ

指

摘

さ

、
れ

て

力

る

に

過

，ぎ

‘な
い
。
そ
し
^
こ
れ
は
f t
.

だ
明
治1H

十
五
年
の
工
場
決
案
の
內
で
は
、
こ
れ
柬
關
し
て
、-r職

！ -T
S

弟 

'
 

, 

^
^
移
泐_

題
に
對
す
る
叨
治
末
别
に
於
け
'
る
齊
が_

軟
府
の
關
心
に
就
い
て

.

.

，H

七

ト

h
九
三

1
〕
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.
勞
働
移
動
問
題
に
對
ナ
る
明
治
末
期
に
於
け
る
速
が
國
政
府
の
關
心
に
就
い
て
/ 

' 

•四

八
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九3
4
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* 

> 

.

.

.

' 
ノ
菌
入
紹
介
ノ
收
締」

と
し
て
、「

右
ニ
關k

ル
事
項
ハ
命
令
ヲ
以
テ
萣
A

ル
コ
ト」

と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
と.
の
や
ぅ
，な
立
法
的
處
置
は
、

-■
、

. 

- 

\ 

パ

.

：
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.
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.

.
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.
 

.
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.

,
も
'の
後
結
局
.
明
治
四
十
四
年
のH

择
法
杧
於
，い
て
、「

職
エ
ノ
雇
人
、
解
雇
、
周
旋
ノ
取
締
^
維
弟.
一
一
關
ス
ル
.事

項

ハ

#
令

ヲ

以

テ

之'*.

• 
ノ.
ヲ
'定
ム」

“
と
い
ふ
そ
の
第

.
十
必
條
の
規
定
と
1>
ゼ
現
ほ
れ
弋
居
,!
)
、..そ
れ
はH

場
法
施
®
令
|

3 :
場
法
施
行
の
^
班
瓦
年
九
月
1
日.
■' 
.'

;

時
に
施
行
I

第
：羅

I

I

十m
年
三
月
：貧

.
: ..
'.
 

fl
し
と
れ
等
の
：法
令
に
依.
.0:.

て_
は
、
：勞
働
茕
が
そ
<7
).
解
雇
或
，£
激
集
人
^
通
じ
て
チ
ネ

'
 

へ-

.

.

ぃ
&:ぺ

-
A- 

:.ノ
 ..- 

■

; . 

' 

—  
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..；
 
' 

■  
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:
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' 

-
-

,

.
'孝
不

利

益

を

保

護

む

，
ょ

^ .
と

す

左

こ
..と
：が

、
べ
壬
：た

冬

問

§.

さ

'

^

多

少

.

.-
• 

ー：と.
も
離_
れ
て
了.
つ
で
ゐ
る
？
其
處
#
へ
證
移
動
從
問
遛.
が
結
局
^ .
の.
や
ぅ
啟
結_

に
至.
つ
^
£
と
'に
辦 

_

'

正
：し
;̂
:
藤
解.
さ
れ
ね
ば
&
&:.
氣
い「

の
：巧.
ぁ
岑
が
'

^ :
作
比
本
論
(0,
後..の
瓿
分
_̂

綦
^

し
：て
、.
此
處
で.
>a
職
工
事
情」

の
0
^
以

—

.

:

::.前
纪
：於
呔
备
問
題
に
對
す
る
敞
府
の
：關
心
，に
激
ル
^

「

：
些

如

歷

來

的
» :
囘

顧

を

撒̂
て
：
.
％

龙

い

：
と

思

ふ
。

■■.

'
 

1~

職
，

H
.

事

淸
g

關
す
る
■
あ
一
の
汽
に
威
ら
ル
る
勞
働
移
動
；に
■

す
る
政
府
■
局
者
0
關

心

亦

、

結

局

、

</
;.-右

の
.
や
ぅ
な
方
向.
に.
流
れ
て
f
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-

、.
了
つ
た_
の
、
で̂

る.
が
、
ビ
：れ
に
對
1>.
て
、「

職
エ
事
情.」

：の
調
査
以
前
に
：於.
い
^
\
問
題
'に
對
す.
る
锁
_府 

,

.
*
 

:

ハ：か
ハ 

'を
歷
也
的
ぬ
郎
勝
し
で
良
る
こ
と
は
、
：甚
发
8
^
の
：
ぁ

菜£
^ .
で
.
办

り
> ,
-

余

た
^
れ

に

栽

H々
r

問

題

に

鋳# ,
る

政

府

の

^
^
.
が.

.

.

,
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,
:

ょ
办
ょ
べ
迪
解
ぜ
ら
れ
る
:°
へ
：
.：
'

;\--:.;:':;
: V

,、

: '.:

麵
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;

、
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'

■
'X
場
法
制
®
’の」

努
力
は
、
そ
の
明
治.
四
屮
四
年
の
''成
立.
に
至
る
か
せ
丨
'
' 被
府
當
局
者
の
間
に
ぁ
つ
七
は
、「

實r

約
一.1T

十

筒

年

ノ

星

霜
' 
.

!

'

.デ
積
气
此.
ノ
間
主
務
大
臣
ノ
'交
迭
ヲ
重
夂
：ル
#

ト
1 :
'.
七
.三
囘
い
3 :
務
局
長
又_
$ 

厂

.

'

-
ン
' 

.

.

.

.
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:
.
.
.
.
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-
' ■
 
- 
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.
 
:

■
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ン
■' :. 
. 

’
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/ 

二 

、

ヲ
更
み
ル.
：'

n
.x

亦
，實
ニ
百
數
十
囘-
及
，ヒ
：
.
タ
务
モ
ノ
；ナ
^
V
J
n̂
は
れ
て
ゐ.
る
8-
五
>。
却
ち 

農
商
務
省
が
内
務
，翁
ょ
b
分
離
し
た
翌
^
 
.

.

 

.

 

.

+
■
+

'
、 

•< 
■

 

\

 
.
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年

、
明

治

十

五

：年

^
辱.
<
も
、農
商
務
省「

エ
務
局
內1!

調
赉
課
ヲ
設
ヶ
> 
勞
役
法
及
エ
場
條
例-
ー
關_
ス

：ル

材

料

：
ヲ

集

輯

叫

ン

:*
爲
^
、
各

.

-
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'-
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-■
:: 
- 
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■- 

.
ぐX
-
'
-
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-
ご
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•
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‘
.
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.

•

ぐ
-
.
.
：

:
.
.
'
、

,

.

.

.

、
.
.
/
- 

,

府

縣U

浪

曝

；
シ

デ

、
職
$
及
1-
1| 
一
 

ル.
現

，在

ノ

狀

態

及

，
贵

習

等

す

調

奄

^

！
セ

シ

ヤ

 
'
翌

十

デ

年

一

一

擎

諸

般

ノ

參

^

：

料11

锛
9
、

濟
役
法
、

契
約
法
及
工
場
規
則
/ '
立
案」

一
着
手
ス
\ル
ト
共
二
、
^'
ゝ
ー
關
ス
ル
良
見
ヲ
東
京
商H

會n

諮
問
シ-
タ
ルU

、H

業
上
傭 

、主
^
^
者
間
及
卯
弟
間
"v

取
締
ヲ
，必
吻
卞
認
A
ル
ヲ
以-
テ
、
，速
力5/

適
當
ノ
法
律
ヲ
&
、テ
ヽ
發
布
t
ラ
レ
ン
コ—

ヲ

希
^ ，
ス

ト

人

答 

T3-
接

シ

ク̂i

上

れ

が

後

の

H

場

，街

制

定

，の

努

.
力

：
の

發

端

ヤ

あ

っ

^
。
<
か
も
此
處
に
注
目
す
，ベ
身
事
實
は
、H

業
上
！̂

H
'a
±
徒
^
!
曝

- 

-

の
‘福
ぬ_

;̂
て
、
由
，た
る
霄
題
と
せ
ら
れ
如
と
こ
^
が
、し
職
1
徒

弟

、
の

逃

亡

と

雇

主

間

に

>,
於
け
^
彼
#
の.
爭
奪
で
あ
っ
た
0 
•

即

ち

，
、

右

の

東

京

商

^
談
政
府
に
對
ボ
る
答
电
に
於
い.
て
指
摘
也
ら
れ
t
と
く
ろ
'に
依
れ
ば
、「

從
來
傭
主
め.
傭
間
及
師
弟
間
.—
行 

v

 
C

候
弊
谱
ヲ
調
莶
比,

處
：( .
闻
‘ョ
リ
其
類
不
少
候
得
共
パ
其
重g

t

ナ
、ル
モ
/

で
あ
っ
て
、r

足
ッ
各
種-
エ
業
上
/
通
弊
ト
モ
神
ズ
人
：
.-
'
::
:今 

キ
モ
メ」

は
\
次
ぎ
の
點—

に
あ
る
と
也
ら
れ
て
ゐ
る

(

註六)

。

，

'  

—  

 ̂

: 

一'、&

傭

チ

傭

使

ス

，
ル
約
定

■
間
'中
ノ

職

工

逃

走
^
テ

乙

傭

虫

-I

傭

使

セ

ラ

ル

，
、

,

觉
，' :

.

.

.

‘

.

,
.

〜

.'r 
一：：：.

i
r
;
'

. -.

、
 

ニ

ノE-

傭
主
ョ
リ
給
料
ヲ
破
越
シ
ル
職
工
逃
走
シ
テ
乙
傭
如,
一
修
使
セ
ラ
ル
、
/
弊
-

'' 

, 

'
/
ン

、
' 

一

■  

‘u
r

$

电
他
ノ
故
引
ヲ
受
ヶ
、
或
g

j

f

在

/
^
令

或

.
他

Z 

,

丨.：：

ベ

.:.

」

,

こ
の
令
う
な
篇
移
動
の
W
W
W
指
^
^
化
た
の
は
、
當
時
來
jMB 1

下
に
於
^
洛

重

象

っ

矣

エ

業
'ぬ
就.
い-
て
；
の« ;
奪
の
觀
欺
で
|>
久

•/
•■'*■_
.., , 

て
、-
^
處
で
は
い
ふ
ま
で
も
炎
く-
尙
ほ
吾
が
國
在
來
の
手
エ
業
が
多
く_

査

，
の

對

象

、と

さ

れ

て

ゐ

た

。

そ
、

し
て
こ
の

や
う
な
琪
賢
は
、

‘
.，各
地
に
^
^
て
冬
少
の
相
速
あ
る
も
の
と
見
做
さ
る
4
き
で
冰
っ
'た
ら
う
が
、,
偶
f
右
、の
答
‘中
案
の
^
議
に
際
し
‘‘て
、
旣
にr

職
工
報
奪
、

が
山
梨
聯
の
製
糸
^
に
當
时
多
く
行
は
れ
じ
て
ゐ
た
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
正
に
饨
！1:
す-
べ
き
琪
赞
で

’あ
る(

;|
1-:
七)

0
か
く
て

‘ 

Is^
rM

に
於
げ
る
努
働
者
に
闕
す
分
法
律
制
定
の
は
、

'先
づ
職

H

徒

弟

の

，
迹

亡

と

邙

奪

の

取

，
締

■と
v>
ふ

努

動

の

問

題

を

决

眼 

と
しV

、

始
め
ら
れ
た
も
s
.

t
と
い
っ
‘W

O
 

ノ
 

_  
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ノ 
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-

、

I 

努
拗
移
激
間
組
’に
斜
す
^ '
奶
治
^
^
に
於
け
る
皆
が
^
^
府
の
關
4
に
就
^
' 

f
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霧

に

於

け

る

I

m

H
.

就
'ぃ
5
 

/

其
o 

’(

普

5

、
: v

.

'

.

そ
の
後
'
こ
れ
に
引
^
續
い
て
、、
政
府
當
局
激
は
法
制
定
'の
意
圖
を
以
つ
て
、
洛
地
に
於
け
を
事
情
を
調
莶
し
，、
ま.
た

法

制

：定

の

可

： 

*否
，を
民
問
に
諮
問
し
っ
\

遂
に「

明
挣
ユ
+-
-
年
六
月
二
至
リ
、
職
エ
條_

及
職(

エ
徒
弟
條
例
案
ス
ニ
'
ト
先
ッ
"脫
稿」

し.
た
。
'..そ
し

.：
て
と 

.
れ
等
ニ
つ
の
^
^
案
は
遂
に
發
表
せ
ら
，れ
^
に

至

ら

な

か

つ

、
た
が

_
'
、ぞ
の
內
'に
於
い
て
、問
題.
は
次
ぎ
の
'如
く
取
り
^
げ
ら.
れ
て
ゐ
た
。
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徙
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ハ
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ノ
父
^
、
，後

见

人

，
ヲ

籼

涊

シ

テ

沿

椠

セ

7
メ
タ
ル
^
、
及
他
ノ
從
笫
タ
ル
，
コ
ト
ヲ
知
テ
之.
ヲ..
使

用

シ

，
タ
：
ル
：
者

>>
徒
弟
ト
逋
帶
ム
'テ 
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損
窖
賠
償
ノ
義
務
尸
ル
コ
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ノ

.
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主
父
ハ
職
H
/
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方
ョ
化
他
方
5

シ
解
®
ヲ
求
メ
得
ル
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由

ノ

規

定
ノ
，\ 

、

r

、
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:
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解
約
丄
常
リ
職H

 
ノ
結
約
並
解
約
ゾ
部
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日
侦
役
ノ
‘事
擎
'記
載
シ
タ
ル
證
明
*
ヲ
與
フ
ル
コ
ト 

ん
/
'

' -
へ$ 

S  

,

不
法
ノ
退
職
欢
他
人
ノ
履
傭
中
ノ
職
丁
V
諸
找
ニ
'勁
ス.
ル
賠
潰
/
規
^
: 
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\  
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'
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十 

從
弟
解
約
後11印

間
ハ
前
hr i
者
ノ
飱
諸
ヲ
得
‘ス
シ
テ
同
職
業
へ
從
事
シ
得
サ
ル
コ
卜.
、
乂
他
人»

ヲ
部
ァ
#.
ノ.
徒
弟
ヲ
妞
入
ル
、'コ
h
%
m
y

/ 

ル
コ
ト
-

、

-
'
V 

. 

' 

■ 

’；
 

.
 

k 

て
.

.

.右
の11

條
例
案
の
起
草
瞵
棄
め
後
、
大to
明
治
一1

+

年
代
に
は
、
，
政
狀
の.'努
ヵ
は
實
他
の
齡
莶
と
、
改
案
と
諮
間
に
費
さ
れ
、

.

〕

明
治
. 

三
十
评
に
茧
つ
て
職
エ
法%

が
作
ら
れ
' 
上
れ
が
第
十一

囘
帝
國
議
會
に
提
出
さ
れ
ょ
，
.ぅ
と
'し
た
が
、.、議
會
解
散
の
.た
^
遂
へ
に
駿
案
と. 

な
つ
た

o,

:

し

如
じ「

其
ノ
規
_

項
，ヲ
見
ル
二

.當
時
諸
工
業
勃
興
シ
タ
ル
爲
ベ
、
難
工
卿
弟
爭
，
ノ
弊
甚
シ
ダ
官
民
共

n

之
.力

織.
■

繁
 

切
ナ
ル
コ
ト
ヲ
認
ゾ
タ
ル
モ
ノ
ノ
^

^

ノ

 K

々
七
と
い
は
れ
て
ゐ
る
の
を
越
で
も
、
こ

'の
瞰
エ
法
案
に
於
い
て
も
亦
、
，
1»
3:
'の
#

藤
等 

'
一
つ.
の
大
き
な
問
題
を
提
供
し
て
ゐ•た
ど
と
は
明
か
で
ぁ
る3

八
し
。「

尙
敉
、ぐ
，
の
職
エ
法
案
、は
翌
三
十
一
年
十
月
第
ニ
酔
農
商
5
筒
等
_ 

會
議
に
諮
開
レ
た
る
工
場
法
案
の
前
身
で
あ
っ
て
、

そ
の
職
工
、

/
徒
弟
の
保
誕
取
締
に
關
す
る
規
定
は
略
々
同
一
で
あ
つ
た
。
其
處
で
，

I

こ
め
工
場
法
案
に
就
い
て
、
職
エ
の
移
動
，に
關
じ
て
特
に
汴
0
す
べ
き
規
定
を
抽
出
す
れ
ば
ノ
次
ぎ
の
如
く
で
ぁ
つ
た
。

彳
'‘

.

第
十
九
條
微
エ
ノ
取
締
：上
必
敏
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
命
令
ヲ
以
テ
エ
業
及
職
エ
/
種
類
ヲ
萣
メ
甘
：

(

ノ
職
‘エ'證
ヲ
所
持
セ
シ
<
ル
コ
ト
：
.
'ヲ.得
' :,

■

-

.
前
項
/
職
：丄
ュ
'
シ
デ
職H

證
ヲ
所
持
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
該
i.
-
l
於
テH

業
*

Hf

之
ヲ
厲
入
ル
、、'コ
ト
.
ヲ
得
ス

 

.

•

.

第
二
十
條
錢
商
務
大
は
ハ
洞
震
合
ノ
申
餹

ニ

恶
年
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ

>\
該
紐
，合
員
ノ
使
役
.
ス
ル
職
工
一
一
職
；丄

證

ヲ

所

持

セ

_
r

ル
コ
ト
ヲ
..

ぺ
.

'

.

得
 

'
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/

前
明
ノ
職
H
r

ノ
テ
職
工
識
ヲ
所
持
セ
サ
;v.
者
ハ
該
組
合
員
^
ヲ
M
入
ル
、
ろ
ト
；

n

得

ス

ご

、
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第
二
十
一
條
' 
職H

證
ハ
，原
糧
乂
ハ
g

地
/
市
㈣
村

之

ヲ

交

付

ス

.
へ
ッ
，

©
1

ノ
場
合
«
於
デ
，
同
業
組
合
之
ヲ
交
附
ス.
へ：.シ

マ

.

第
二
十
二
條
職
ェ
證
ハH

業
主
之
ヲ
保
管
シ
解
厢
ノ
際
之
ヲ
職H

.

一一
 
還
附
ス
へ
，シ

、
,

' 

,
.

.

.
'
-

し

：■■:.
'

>

攝

H
十111

條
，_

他
ノ H

乗
主
ト
M
傭
乂
广
修
業
契
約
肌
間
内
ノ
職
工
又
ハ
徒
弟
タ
ル
^
知

リ

、

其

：丄

業

主

ノ

澉

諾

ナ

ク

-
シ
テ.
之
，”
：妬

役

ン

タ

ル

.H
.'... 

♦

槳
屯
又
ハ
典
ノ
媒
介
ヲ
埝
シ
タ
ル
苕
パ
1
1冉_

以
下
/
過
料-
ー
處
.ス
' 

’ 

, 

/ 

:  

職
工
、
敗

又

”
其
ハ
躲
族
；
法

霞

@
^
，保P

人
ダ
誘
導
％
其
.ノ 
•エ
業
主
=
靱
7
虛
偈
ノ
所
爲
ヲ
以
テ
契
約
'
解
除
セ
ク
ネ
其
ブ
職
ェ
又
''
 

く>
■
ゾ
，V
;

少
徙
如
卢
侦
役
'シ>
ル

ェ

樂

麦

芫

ノ

媒

介

，
ヲ
爲
ゾ
グ
、
ル

衮

' :
:

\1
宵

圓

以11
ス

鋪

'金

ニ

處

ス

•

〜

■
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\

 

,

前
ニ
^

ハ
$

十
名
以
下
ノ

‘職
エ
"

徙
弟
ヲ
侦
役
ス
ル
ェ
場

-『

モ
^

ヲ
適
用
ス
.

V

 

•

'

.

,

- 

:

第

彐

十

四

條.
服
紙
ノ
職
X

證
乂
ハ
k

伯
ノ
所
爲
ラ
：̂

テ
得
タ
ル
職
丄
證
ヲ
行
使
；
>,

又
ハ
行
使

”

ゾ
メ
タ
ル
脔
ハ
ニ
拾

1«
]

以
下
ノ
罰
#

&

ス
'

■

. 

'

こ
の
や
ぅ
啟
規
定
を
含
む
江
場
法
案
の
諮
間
に
際
し
て
、
こ
れ
に
添
附
さ
れ
た「

工
場
法
制
定
ノ
理
由」

の
中
に
、
良
た
次
ぎ
の
如.
く
.

.-

述
べ
ら
れ
て
ゐ
た
。
即
み
、r

此
等X

II

一
一
於
ヶ’ル
エ

業

主

，職

工

間

ノ

關

係

ヲ

見

ル

ー

1
、

親
膀
協
和
恰
モ
家
族
師
弟
タ
ル.
ヵ.
離
#
情

誼

漸
. 

ク
去
リ
、
赠

級

的

識
.#
間
1̂
稍
，々
其
ノ
跡
ヲ
，現
，げ
ン
，ト
セ
リ
0'
是
レ
實
一
一
工
場
工
業
ニ
臂
-7
:
所
ノ
必
然
ノ
結
染
二
シ
テ
：、V
之
ヲ
''各國
一
ノ...

.  

膝
史
一
ー
微
ス
ル

「 It

皆
然
ラ
尹
ル
ハ
ナ
'ダ

.0
今
ャ
情
誼
ノ
關
係
旣
'.ー
ー
衰
退
グ
ォ
之
ゲ
代
ハ
ル
へ
キ
法
#
> :
ノ

關

係

確

立

セ

サ

：
ル
ー
ヲ
：
攻
ー
ァ

、.

；

バ

'■, 
,
-
^
终
動
麗
に
對
す
る
明
汝
末
澌
艾
於
け
る
杏
が
阢
政
符
の
關
4
に
就
ぃ
^
、
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7r.

I 

Ô
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hi

、
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5
Mi
ti

 t
\
t
_

j

丨\

勞
银
f

w

題
に
尉
す
^
明
治
末
期
に
於
け
'る
哿
が
國
辑
府
の
關
心.
に
就
W
F
'

パ 

ぃ

，
五
ニ 

C

九
1
5
0 

響
被
課
智
ノ
規
律
賴
^
霉

シ

ノ

肩
’
^
被
扈
者
人
轉
タ
移
動
”
ル

ニ

苦

、
、
、
ノ

被

雇

苕

ハ

亦

独

々

^
シ’チ
瘤
者
ノ
壓
抑ii

屈
從
ス
1 

メ
悲
境《
沈
偷
'ス
，ル

者

，
ア

1
、
誘
、拐
爭
奪
，V'
弊
旣
ー1'

起
リ
'、
敎
陕
強
要
ノ
風
漸
ク
行
ハ
レ
、
ン
ト
ス
。
此_

« !
當
リ
之
ヲ
一
般
ノ
痕
勢it  

鑀
ミ
、
之
ヲ
ボ
沸
リK

E
『

照
シ
、丨
大
體
ノ
法
$
ヲ
設
ヶ
デ
し
|者
ノ
關
係
ヲ
律
シ
、I

li

以
テ1-1

業
者
ノ
鉻li

與

ソ

事

業

_

、ノ

確

箴 

整
IE
/ヲ
圖
リ
、

一 !
面
以
テ
勢
カ
ノ
'輝
健
風
歡
ヴ
保
持
ヲ
企
ツ
ル
モ
ノ
4
是
■レ
我
H

P

シ
デ
健
金
，ナ
ル
發
達
ヲ
，遂
ヶ
シ
ム
ル
£x
最
モ
必 

.
要
‘ノ
事
業
トK

、
'

是
レ
本
法
ん
制
定x

要
欠
ル
所
以
'ナ
リ
e
j

丨

—  

：

■

'

丨

，

，

-

丨

、

.

し

か

ム

こ

，れ

に

，對

し

て

_
、
農
鄺H

高
等
#
議
は
數
囘
{都
議
を
重
忉
た
る
結
果
、
法
制
定
の
た
め
に
は
、
M
レ

に

勞

働

乾

の

狀

態

，
に

關

V
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广
す
る
詳
細
な
，身

聋

;5
:
爲

す

の

，
必|
^
說

ち

ま

た

「

職
土
，爭
奪
ノ
弊
ノ
如
ヤ
ハ
勞
€
需
要
ノ
急
激
ナ
ル
墙
加
4
歸
因
セ
ル.
モ
ノ
す
レ
：

•■
.
-
-
. 

.

.
-
- 

.

.
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-
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•
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へ
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- 

’

ハ
、
法
#
ヲ
以
テ
之
ヲ
防
制
ス
ル
' ノ
耍
ナ
シ」

と
じ
た
。
b
か
も
{#
議
の
後
提
出
さ
れ
、た
修
正
案
に
於
い
て
は
、
冇
の
工
場
法
案.
に)

於
け

, 

• 

■ 

■ 

I 
. 

•- 

- 

.
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.. 
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■
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.
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• 

■

.
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--

る

雙

虑

關

1
蠡

定

|

部
抹
段
さ
れ
た
竹
れ
ど
も
、
尙
ほ
右
巧
壬
ー
ー
條
の
前
則
;|
定
，

，

遍

_

れ.
て
修
.層

霍

 

十
八
'條
に
生
か
4
れ
、
尙
ぼ
こ
れ
虻
依
つ
て
職H

、 '
徒
务
の
爭
奪
の
禁
ih
が
意
圖
さ
作
で
ね
た
。
そ
し
-t
：-
ま
た
明
治
三
十
ニ
年
八
反
に•  

は
、「

關
西
府
縣
奮
翁
會
ノ
決
議
ニ
依
リ
、
凉
都
大
慨
兵
庫
等
ノ
ニ
府
十
丘
縣
知
事
總
代
ョ
リ
、
近
來H

■
ノ
發
達
ト
共 
一

t

職H

爭
奪S

 

弊

風

ヲ

生

れH

業

主

ヲ

、ゾ

デ

意

外

ノ

恨

'皆
マ

被.ラ
，シ
メ
、

工

業

ノ

發

達

ヲ

阻

碍

ス

ル

モ

ノ

身

力

，
ラ

.'
ス
、
到
底
府
縣
令
め
以
テ
：其
ノ
効
：

.
ヲ
莠
夂
得
サ
ル二

依
9.
(
-
-エ
業«
例

、
ラ
設
ヶ
ン
ス
ム

ク

シ
ト.
建
議
セ
リ
OJ
か
く
て
政
府
は
明
私
三
十一 1

年
に
は
、
農
商
工
高
等
會
議
：の
修 

,
正
案
を
議
會
に
提
出
す
^
蒈
で
，ぁ
つ
た
が
、
時
微
々
^
勝
^
交
迭
が
ぁ
つ
■て
，、
そ
の
目
的
を
達
す
タ
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。
そ
し
^

/ 

i '  

,
 

f
 

*r
 

* 

■

翌
？

一
 i

忍

後

#
は
、
右
の
■農
商y

,

高
等
會
議
の
意
向
に
f

、
詳
細
爲
職
S

J

fe_

に
、
姑
言
そ
の
努
力
を
傾
注
I
J
 

に

茧

つ

だ

め

，
で

ぁ

4
0

' 

, 
、
 

- 

-

■

/

‘

-

 

も

：
,

 

饥
上
の
如
く
、
，勞_

#]
の
取
締
保
護
に
關
す
る
，ま
#
^
定
に
就
い
で
の
吾
於
政
府
の
，努
力
を
歷
，史
的
に
眺
め
る
と
、

‘

.

そ
れ
M
#
Ĵに

：；

i
h

於
い
|て
は
職
エ.
、' 徙
弟
の
瑪
亡
と
爭
奪
を
防
止
す
る
こ
と
^ :21

つ
て
そ
の
最
も
大
皂
な_

的
と
し
て
出
發
iL
た
。p

•
か
し
そ
の
後
、
こ
；
 

，れ
^f

'l

方

，で

ぱ

エ

擇

の

取

締

が

(

、
そ
し
て
他
方
で
^
職H

の
保
護
が
漸
次
附
加
せ
ら
れ
，

辱
に
明

'治
三
十
1
年
め
エ
埸
决
案
に
：至
： 

つ

た

,0
い
ひ
換
へ
れ
ば
、
'こ.
の
工
場
法
案
は
謂
は
V
工
場
取
紙
法
で
あ
•
り
、
勞
働
错
保
護
法
で
あ
り
、
耳
つ
ま
だ
同
時
に
■勞
働
移
動
防
：
 

止.
に
關
す
る
取
締
法
で
あ
，つた
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
、

"
ヒ.
の
访
三
の
鼢
こ.
そ
當
初
以
來
1
贯
し
て.
變
&
な
か
つ
^
$
こ
ろ
> 

で
I

ベ
そ
し
て
こ
の
f

菅

I

かれて來職工事情

」

に關
する
調査
の內

9'T
?
は
、
' 單
I

働
と
爭
奪 

と

い

ふ

，
點

胄

，
に

限

ら

れ

务

こ

と

な

く

、

^
<,

一
，
舷

に

勞

働

移

動

の

問

題

，と
，

>
て

取^
|

^
ら

れ

、

且

つ

そ

れ

：
が

生

產

的

な

觀

點

か

，&
 

眺
め
ら
れ
る.
に

て

.
ゐ

る

。
、
し
：

^

^
の「

職
3 :
事

情」

の
：
調

查

，
以

後

の

‘法
案
に
於
卜
て
％

先
き.
に
£
!

^
や

:;
5
お

-1
;

%
、
»
が
移
動
：
 

防

止
の

屬

的
•な
I

は
I

し
放
か
つ
た
、。
從
つ
て_

上
の
處
置
は
、
此
處
で
こ
9
問
題
に
就
>
て
、
大
き
な
變
化
墓
つ
て
ゐ 

る
と
兄
欢
け
れ
1̂
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
そ
れ
は
何
故
で
あ
つ
た
セ
あ
ら
う
か
。

,

,

.

へ
/

'
 

;
免
初
從
來
明g

su
y

-j.

年
の
‘H

場

法

，に

至

る

ま

で

の

.
間
に
、
常
^
最
も
重
要
な
間
題
と
し
て
取
り
擧
げ
^
.̂

て
來
た
i

者
の
：®tr

 

m

に
淨
奪
の
防
1
に
關
し
セ
は
、
‘笆
々
と
命
法
上
の
i

w

^

^
が

あ

，
り

、
* ;
後
IC-
故
今
H<
の
勞
務
手
■
制
度
：に
：比
ず
べ
き
も
の
と
し 

て
，の
職
X
流-
の
制
，度
さ
へ
^
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
：‘
る
が
、
概
し
て
い
へ
ば
、v

れ
ま
で
に
考
磁
さ
れ
た
方
策
は
、
移
動
<
の
职
因
を
經」 

,
較
2:
に
求
め
て
、
此
處
か
ら
こ
、れ

を

防
.l
b
し
よ
う
と
ず
る
配
®
に
少
し
く
缺
け
る
と
ど
ろ
が
あ
り
、
主
と
し
て
移
動
を
囤
雜
な
ら
し
め
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よ
う
と.
す
る
外
，部
的
難
制
i

が
採
用
せ
ら
睿
よ
う
と
し
：て
‘来
た
。
号
れ
は
苑
か
も「

從
業
者
雇
入
制
限
，令x

昭

和

十

四

年

〕

以

來

今

'
日 

のr

l
調
終
令」

に
至
岑
齊
で
Vの^

務
手
贤
制
'度
を
^ :
€
'
1

1
勞
働
1

防

1|
1
か
策
ば
も
些
か
«

1 :
て
ゐ
る
0
，然

ら

ば

^

の

り

,.
:っ 

-

.
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.
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■
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、
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.
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厂
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む

.
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-
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:

ぐ
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ノ
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-

1

_

や
ヶ
な
外
面
的
な
1

防
此
方
策
が
執
ら
れ
よ
3
と

し

，
た

埋

由

は

何

處

^
あ
る
か
^
ま
た
そ
れ
が
結
局
實
珑
さ
れ
な
か
0
矜
の
は
何
故
'

で
あ
つ
た
，で
あ
ら
う
か
。
私
は
こ
れ
に
釾
レ
て
次
ぎ
の
や
う
に
そ
の
理
甶
を
指
摘
し
得
'る
の
で
は
な
い
か
と
劳
べ
る
9 

、
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へ
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勞
働
移
鹤
堪
に
對
す

.
る
明
治
末
期
に
，於
げ
る
哿
が
國
政
府
の
關
心

^

鈦
い
七
*
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\
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0

r

勞
働
#

卸
間
期
^

對
す
る
明
，治
本
期
に
於
け
る
号
が
國
政
府
の
關
，心

|>
就

い

て

，

：

(

，
五

四

(

九

三

八)

旣
に
述
'

r

た
咛
d
k :
ノ
明
治
中
期
以
锋
の
，吾
が
國
の
エ
業
は
比
較
的
順
調
な
發
展
を
經
竭
し
て
ゐ
る
。
明
治
初
年
以
来
の
吾
が
政
府■  

の
，殖
產
卿
業
政
策
は
、
明
治
ニ
十
年
前
後
，か
ら
漸
く
確
實
な
實
を
結
び
始
め
た
。
ビ
れ
が
，エ
業
勞
働
ヵ
の
需
耍
を
增
大
せ
し
め
て
行
つ
'. 

た
こ
と
は
い
ふ
ま
で
’も
な
^

し
、か
し
ヒ
の
勞
働
ヵ.
の
需
要
は
欺
に
不
熱
練
エ
、
未
經
驗
エ
と
し
て
の
新
し
い
工
業
勞
働
荠
に
依
ジ
て 

は
、
直
ち
に
充
分
の
も
の
と
レ
て
は
充
さ
れ
得
な
い
の
，で
あ
つ.
て
、
こ
の-
や
う
な
場
伶
に
，は
、
何
時
で
も
全
體
的
に
見

て

、經
驗H

、

熟. 

練
エ
配
分
が
行
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い

し

、
ま
た
歷
史
的
に
.は
何
時
で
も
行
は
れ
，
て

來

だC  

:

先
：--
の
：歐
P
大
戰
時
の
；好.
況
期
に
於
け
，
 

る
吾
が
國
產
m
#
0
場
合
に
も
さ
う
で
あ
つ
た
し-
Y
ま
た
緑
近
セ
/は
支
那
事
變
開
始
以
後
め
事
情
本
添
^
か

：

に
：：

こ
、
.
れ

：を

：恭

し
<:
ゐ

次

V. 

經
驗H

や
熟
練
工G',

養
成
に
は
相
當
の
年
/ !
を
耍
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
豫
め
增
大
し
行
く
需
要
を
露
的
に
充
^
*
た
し
得.
る
だ
け
：
 

の
勞
働
背
養
成
の
皿,

が
存
し
な
い,

、
全
體
l i-
し
て
の
エ
業
伙
發
膨
の
‘た
め
に
は
，
，現
存
の
；̂
性.
勞

働

：ヵ

於

、
，
，
魄

存

；
の

.
經
營
の.
勞
- 

働
#Q

熟
練
度
®
成
を
多
少
犠
牲
に
供
す
^
こ
と
が.
，あ
つ
て
も
、
そ
れ
の
再
配
分
の
過
樺
に
置
か
，れ
：
.
ね.
ば
な
ら
な
い
。
’從
'
?
て
こ
の
意
へ 

味
の
勞.

移
動
は
、
全
體
的
立
場
に
於
い
て
は
、
生
魔
的
に
こ
れ
を
防
た
す
べ
き
理
由
比
’な
い
。
'明
#
後
半
期
に..
於
技.
る
吾
が
國..
'の
，勞
；：
 

_

移
酿
に
は
、-1

部
分
確
か
に
•こ
：の
や
う
な
、
却
つ
て
坐
^
的
、な
意
義
の
存
し
た
こ
と
は
、
到
底
系
定
さ
れ
得
な.
'い.
'と
£
ろ
で.
あ
'る
'.と
' 

-考
へ
ら
れ
ネ

。，
そ

し

で

と

，
れ

が

當

時

外

商

的

な

移

動

防

如

方

维

を

！
遂

，
に

實

現

せ

し

め

、
る

耙

至

.
ら.
な
か
€

基
本_

な
理
由
於
あ
る.
ど
^

: 

, 

* 

ノ
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•. 

こ-
•
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し
か
し
ま
た
こ
れ
に
附
加
し
て
考
鹰
さ-
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
は
、
、當
時
、著
し
ぃ
發
展
を
遂
げ.
た
吾
が
國
の
主
要
|̂
:

は.
、
■妨
績
業
を.
：
' 

中
心
と
t
l
,

I

I

で
t

、
I

0

1

0

I

1

X

I

?
,

し
か
I,

の
女H

の

露

はI

女

管

l
i.
 

H

た
ら
^
め
る
の
に
左
程
の
歲
仴
を
必
要
と.
す
る
：も

の.
で
は
.'な
か
■つ
だ
し
、
女
工
勞
猶
ヵ
に
對
す
：る
，需
要.
は

農

；
^
.?
:
'
背

景

わ

し

て

比

較

.：
 

的
容
息
K
充
た
さ
れ
得
た
。
從
つ
七
匕
の
場
‘合
に
は
、
未
だ
^
觀
的
ノ
金
體
的
に
样
、
此
處
で
の
移
f

外
面
的
に
防
4
す
る.
だ
け
：の
--

充
分
か
很
據
は
、
事
實
依
し
な
か
つ
た
も
の
で
，あ
る
、と
^;
<>
'て
い
、
0 

• 

.;. 

'
，凡
そ
こ
れ
等
の
珣
办
に
從
つ
て
、
私
は
明
ぬ•
三
十
一
年
の
エ
埸
法
策
に
至
る
ま
、で
の
I

更
ら
|

ロ
^
農
商
エ
高
導
會
議
の
^
年 

.
案
を
も
含.
め
免
|

移
動.
防.
担.
方
^
が
、..
旣「

に
'^
分

そ
の
极
據
を
持
方
得
^'
か
つ
た
'̂
考
へ
る
。
i—

む
ろ
ん.
と
れ
ま
、で
の
法
案
漱.
. 

旣
に
痕
ベ
た
や
う
に
、*.
!色
々
な
琪
情
の
た.
め
に
、.
浅

制

定

の

實

現

を

見

遂

階

，

ま

で

は

> 
霉

控

至.ら
紀

か

：つ
#
の.
で.
は

あ

る

が
-
-
-
 

樂

ば

、
•
何

故

に

，
こ

れ

が

問

題

と

し

て

取

り

擧

げ

ら

れ

.
た
の
で
あ
々
が
.:
;
0
.
/
:
，
 

‘
パ

■:- 

ノ
 

.

.■

先
^ ,
考
ベ
ら
れ
る
こ
とir

,

當

時

の

勞

賢

.̂
:
が
お
に
述
H
た
や
^
な
5
 

'
塞

本

的

：な.
署

.絮

一  
'部

盆

持

：
つ
'て
は
ゐ
た
が
、■ 
^

' 

-

'.
,
 

- 

- 

.

'

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

こ

.

.
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. 

ノ
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■
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.

れ
が
串
に
逃
亡
と
陳
$

奪
と
い
ふ
ム
見
じ
t
不
穏
當
な
形
態
を
と
つ
ン
現
は
れ
‘-妄
だ
お
ら
せ
あ
'る
：̂
し
か.

,̂
こ
：
：の
，
や
5
fe
現

象

形

.

.

.

.•'
,

.

.

.
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.

.

. 

气

.

い

.

'

、

：

'

.

.

.

'

-

.

-
態

''が

發

生
，.せ

ざ
る
■■を「

得.
な.
か
^
た

.，
の
.
は
•
.

一"..

方
で
._は

取
期
雇
霞
契
約
^
^
ふ
.舊
い
形
力

殘
■さ
れ
：て

^
て
■
ゐ.
た
こ
；.
.

と
.ベ

ま
た
と
：t
に.
俯
^

し
て
1]
|1借

金
の
'問
題
が
ぎ-
^
ヒ
¥

他
方
ル_
は
勞
働
者
00
'
無
^

^
と
ま
た」

般

醫
-
靈

^ :
兄
關
濟
る
無
;«
心
^
3
亦
，
し
'だ_
か
ら.

で
あ
A

そ
し
て
年
期
雇
,«
|
契
約
と
前
貸
金
と
多
少
の
歡
エ
暮
桊
费
と
が
、* ;
九
ル
膝
主
^
^
つ
^

;̂
1
31
の
猶
13
や
發
奪
を
自
己
'

Q

勝
失
と

し
て
儀
ザ
し
め
たo
か
く
て
と
れ
等

の
•事
it
が
、
雇
主
を
し
て

問
題
を
艰
起
‘せ
し
、め
^
る
：を
得
.な
.か
つ
.た
の
.で
；あ

A
、
;t
.た
.

こ
の
や
う
に
し
て.問
題
が
傲
起
^
れ
た
限
り
、
そ
^'
は
緻
營
內
部
^
於
け
る
移
動
原
因
に
ま̂

邀
令
こ
^
を
澈
し
た
；か
'つ
太
<6
-
:
|
'̂;
-
? 

、

, 

.
f 

. 

•
 

. 

'  

、■;
'•.
•
'::

■•■
:
;
: 

.

. 

... 

. . ■

/■ 

4 
も
い
へ
‘る

。

■
 
, 

. 

■

.

然
ら
ば
li
!
ら
に
、
.

「

職
エ
事
愦
じ
の
泰
查
以
後
ー
に
菸
け
る
勞
働
啟
動
問
題
^
對
す
る
政
府
ゆ
谶̂

る
で

あ
ら
う
か
。
先
づ
汾
ゆ
此
處
で
も
、
生
糜
的•
に
は
、
右
に
へ
指
摘
し
た
や
う
な
外
面
的
%-
栘
動
隊
ib_
'
必
要
と■:

す
'

M

逢

體

的

、■-
'■

客

觀
 

的
理
由
の
夼
し
な
か
つ
，
た
こ
か
を
•

指
^
^
な
け
れ
ば
な
ら
な
いc

し
か
し
勞
働
移
動
の
問
#
は
.、-:
:
'「

職
«

事
情.
：1於
調
丧
に
於
い
て
指
'.
 

擁
さ
，れ
た
や
う
に
、
屯
茚
的
に
は
尙
ほ
勞
働
者
の
勁
續
年
數
別_

成
の
問
0
と
し.
，
て

、

別

ね

取

り

擧

げ

紀

.
れ

る.
理

油

を

充
.
分

に

持0
て 

ぐ 

穷
俄
移
動
問
題
に
對
す
る
朋
治
末
期
に
於
け
る
菩
が
國
政
府
の
關
心
に
就
い
て

‘
 

„

芄

五

(

九
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V!r

'
*,
癸
働
移
動
即
題
に
舍
す
る
昉
治
宋
抑
^
於
け
汐
齊
が
國
0

の
關
心
に
就
い
て.

し
'

t

ゼ
六
，
“
バ
九
四
0> 

,

'
ゐ
る
。*
そ
む
て
寄
^

^
伙
場
合
把
、
平
*
^
と
'̂
點

に

著

眼

，さ
^ ;
た

と

と

，
は

憾

が

に

：
汗

0
1す
べ
き
こ
と
で
あ
つ
’

，し

か̂.
問

題

が

勤
 

續
郃
'数
別
權
成
に
移
さ
れ
る
と-
、
も
は
や
勞
働
济
，の
逃
亡
^
印
趣
と
い
ふ
移
動
形
態
だ
げ
が
問
題
で
あ
，る.
(/
)
で
は
な
く
し
て
、
逾
か
ぬ
，
 

麗
职
念I  

W
の
：
問

題

は

災

害

や

;̂
病
に
；
依

穸

勞

働

者

，

.
の
生
產
過
程
か
ら
，の
脫
落
に
も
あ
り
\」

般
的
に
い
っ
て
、
一
切
，
の
熒
慟
淡
動
が 

.
此
處
'̂,

問
題
と
，さ
れ
ね
ば
>
ら
な
い
。
か
く
て「

職
て
事
情」

の
調
丧
以
後
|̂
於
い
て
は
> 
も
は
や
單
に
移
動
<7
1

問

題

は

逃

亡

と

举

^ '
に 

‘
限
ら
れ
な
く
太
り
、.
そ
れ
於
け
に
、
ぶ
れ
等
の
粗
姆
な
ま
動
形
態
が
圣
裉
の.
移
動
問
題
中
に
埋
沒
さ
れ
て
：
從
前
程
に
は
明
確
に
取
り 

,
，
出

さ

れ

得

紅

く

な

つ

た

ぷ

も

い

へ

'
る
。逢
た
こ
れ
と
同
時
，に
、注
意
さ
れ
て
W
、

と

と

は

ノ

「

職

エ*
情
1_
|
の
調
杏
の
結
果
、
勞
働
珍
1»
:
:
の 

問
姻
が
冬
少
と
も
そ
、の
發
也
))
1
1囚
1
ま
で
遡
つ
て
^
へ.
ら
れ.
よ
ぅ
と
デ
る
に
至
つ
た
こ
と
で
あ
る
。----------

そ
し
て
こ
の
た
め-
の
考
察

:̂

:■ r 
■ 
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.-.
'

分
で
’あ
り
、
妥
當
W
あ
つ>
た
か
ぶ
ぅ
か
は
姑
ら
ぐ
問
は
な
い
と
し
で
^
^
例
ぺ
於
、
勞
働
者.
の
保
健
衞
坐
献
題
に
對
^
务
科
释
的
硏
：
 

'
究

や

調

,̂
が
行
は
れ
、
ま

た

遭

亦
^
^
?
に
對
す
名
敎
育
、
彼
等
の
貯
蓄
心
や)

般
m
自
重
心
の
喚
起
、
苛
酷
な
工
場
勞
働
と
版
主 

の
態
度
"
H
ら
に
職
エ
裳
集
人.
の
虛
偽
的
言
動
'等

及

ぼ

さ

れ

て

狩
-
っ
た
。‘
.謂
は 
>.
未
炎
ろ
充
分
で
は
あ
が
取.
、.
：問
題
か
理
解
：

.

.

.-.は
勞
、

の
：
_
主

售

的

翦

因

，と

.
そ..秦
來̂

^
^ '
因

に.
1
ぃ

て

取>

4̂
;

日.
の
言

葉- l
c:
以
0
’て
す

れ

ま

、
版̂&
歡

歡

移

资

の

亂

題

.
' 

:

は

、'
そ

の

發

生‘の'原
因

：
に

關

す

K

痕

り

パ

劈

揭

科

學

；
的

：

に
：：

理

解

さ

れ

、
'耳
：つ
處
置
：さ
れ
よ
ぅ.
と
し
た
^ ̂

..

.
-
-
ノ'
.
.
-
.
'
,
.
.
-
.
-
-
-
. 

-■-■
■
■ 

-
-J
ニ
：
：
- 

■
■

.
-
-
-
-

 ■ 

.'
-

-

■
.-
, 

'

,
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濟
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狀
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さ
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應
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濟€

す

參

考

、

こ
め

.
種
の
引
用
は
此
'處
；

iir

ひ_

返
す
’こ
と
を
止
*め
' 

こ
れ
に
代
つv
、
te
ほ
，參
考
の
^ .
め
：

U
、

#1時
：：

人

の

異

な

れ

る

地

位

に

も

つ

た

人

の

見

解

如

引

用

し

て

み

ょ

う

*
ぞ

の『

人
,̂
岡
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：
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ら
れ
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史
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茧
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史
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^
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狻
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椠
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。
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濟
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